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Abstract: The results of barium swallow, barium meal and fibergastroscope examinations 
at Rift Valley Provincial General Hospital in Kenya were stated. During the period under 
review, from March 1973 to January 1974, 40 barium swallow, 547 barium meal exam- 
inations and 115 fibergastroscope examinations were performed. The percentage of esophagus 
cancer was 47.5 in barium swallow cases. The cancer cases were detected more in 
Luo tribe than in other tribes. Gastric ulcer was 5.9% in barium meals and 13.9% in 
fibergastroscope examinations. The percentage of duodenal ulcer was 9.9 in barium meal 
cases. The ratio of gastric ulceration to duodenal ulceration was 1: 1.7. 
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は じ め に 育 景 因 子 
海外 協力 事業 団 に よる , 中 近東 アフ リカ 技術 協力 計 ケニア は 赤道 上 に 位置 し て いる と は いえ , ナク ター ル 
画 に 基づき , ケニア 国 チ ナク ー ル 病院 (Rift Valley は , 海抜 約 2.000m, 年 間 平 均 気温 20"C と 姿 ぎ や 
Provincial General Hospital) に 昭和 48 年 3 月 より すく , Rift Valley Province (ケニア の 約 30 の 面 
1 年 間 勤 務 す る 機会 が あっ た の で , その 間 に 経 験 し た 積 を 占め る ) の 中 心地 で , 人 口 は 33 万 人 で ある . ナ 


消化 管 透 視 お よび 胃 内 視 鏡 の 結果 を 述べ る . ター ル 病 院 は 州 で 最大 の 病院 で , 基幹 病院 と し て の 役 
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害 を 占め て いる . 

医師 の 絶対 数 も 少な く , 放射 線 科 医 は 州 に わずか 1 
和信 で あっ た . 設備 も 不 充分 で , XX 線 テレ ビ が ある も 
の の , 一 般 撮影 装置 と 組み 合せ で ある た め , 消化 管 透 
視 が , 時 間 的 に 制限 され た り , 時 に は 又 線 フイ ルム . 
造影 剤 , 現像 液 の 不足 な どの た め , XX 線 写 真 が 撮れ 
な いと きゃ も あっ た . 

消化 管 透 視 施 行 例 の 約 半 数 は , 英語 が 話せ た . スッ 
ヒ リ 語 は 殆ど の 人 が 話せ る が , 一 部 の 人 は , 部 族 族 
の みみ し か 話せ な か っ た . 年 令 は , 問う と 答え る も の が 
多い が , 必ず し も ゃ 正確 と は 思わ れず , 一 部 の も の は 全 
く 知 ら な い . 病棟 の カル テ に は , Adult と Child の 
区 別 し か 記載 し て な いも の が 殆 ん ど で あ っ た . 

月 内 視 鏡 は , GFB (オリ ン ペ パス 製 ) を 主 に 使用 し, 
一 部 で は GTF を 使用 し た . な お , 部 族 分 布 図 は 原 
(1967) の 論文 か ら 引用 し た . 


食 道 造 影 


日 本 に 比較 する と , 食道 造影 の み の 検査 も 結構 多 
く , いわ ゆる 胃腸 透視 と の 比 は 1 : 14 で あっ た . 受診 
者 は 30<-50 才 代 に 多く , 男女 比 ほ 3 : 1 で あっ た . 
疾病 と し て は , 食道 癌 が 19 名 (47.5) と 多く <, 全 
例 和 男 で , 50 才 代 に 最も 多かっ た . 自覚 症状 で は , 食道 
部 は 非 光 例 に 比 し , 体重 減少 , 暗 下 困難 , 胸痛 , 食欲 
不振 , 悪心 が 多く み ら れ , それ ぞ れ 95, 94, 84, 84, 
84 あ で あっ た . また 閣 例 で は アル ュー ル 摂取 (57.9 
め ), 吊 条 する も の , 食事 の 回 数 2 回 の も の (66.7 
) が 非 滞 例 に 比 し 多かっ た . 5 名 以上 の 受診 者 の あ 
っ た 3 部 族 で の 癌 の 割合 は , Luo 族 6 名 中 5 名 , 
Luhya 族 5 名 中 4 名 , Kikuyu 族 19 名 中 6 名 で あっ 
た , すべ て 進行 部 で あり , 胸部 食道 が 19 例 中 15 例 と 
多く 発生 し て お り , 腫 冶 型 を 示す も の が , 潰瘍 型 , 混 
合 型 よ り 多 か っ た . 
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Figure 1. Map of Kenya showing distribution of tribes, 
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Radiological findings at barium swallow examinations 


Radiological 10- 20- 30- 40- 50- 
finding 


60- 70~- 80- Unkown Male Female Total の 


Normal 1 2 6 9 2 3 3 7 10 17 42.5 
Esophagus 
cancer 1 2 2 7 1 1 1 4 19 0 19 47.5 
Diverticulum 1 1 0 2 5.0 
Esophageal 1 1 1 2.5 
varices 
Others 1 1 0 1 2 る 
Total 2 3 9 5 9 3 1 1 7 30 10 40 100.0 
胃 腸 透視 他 , 少数 例 に み ら れ た も の に , 食道 息 室 , 食道 静脈 
次 特発 性 食 首 拡張 症 , 軒 皿 挫 転 。 骨 粘 購 下腹 瘍 , 内 
始め の 頃 は ゾン デ , 後に 発 包 錠 を 用 い , 二 事 造影 る 臓 逆 位 , 昭 虫 症 横隔膜 ーー ル ニ = ア な ど が ある . 十 二 指 
行なっ た . 受診 者 は 547 名 , 男女 比 ほ は 1.5: 1, 日 本 腸 憩 室 は 少な いよ うう で あっ た が , Hypotonic Duodeno- 
と 凌 な り 20, 30 才 代 の 受診 者 が 多かっ た . 入院 患者 graphy を 施行 すれ ば , まだ まだ 多い と 思わ れる . 


の 割合 は 12 多 で , 透視 の 既往 が ある と 答え を た る も の 
は , 予想 より 多く 12%, この 中 に は 胸部 X 線 撮 影 
を 透視 の 既往 と し て 答え た の が いる よう だ っ た . 正常 

(いわ ゆる 胃炎 も 含む ) は 70, 胃潰瘍 5.9 グ , 胃 導 
1.1 如 , 幽門 狭 冠 1.3 光 , 術 後 胃 0.9 多 (5 名 ) で , 
3 名 は Gastrojejunostomy, 2 名 は Billroth II 法 を 
施行 し て あっ た . 十二指腸 漠 場 は 9.9 久 , 食道 癌 は 買 
交 よ り 多 く 1.8 に み ら れ た . 骨 満 瘍 : 十二指腸 潰瘍 
は 1 : 1.7 で , 両者 と も 30 才 代 に 最も 多かっ た . 胃 賞 
場 の 男女 比 は 2.2 : 1 十二指腸 潰瘍 の それ は 1.8 : 1 で , 
男 に 多かっ た . 

な お お 軸 ・ 十 二 指 腸 潰 場 の 共存 は 3 例 に み ら れ た . 胃 
潰瘍 32 名 , 33 病 変 中 , 胃 角 部 に 26, 幽門 前 庭 部 5, 
体 部 に 2 病変 が みみ られ た . 胃 抗 は 高 令 者 に 多く ,Borr I 
2 例 , Borr III 4 例 で あっ た . 胃 外 腫 癒 の 主 な も の 
は 肝 (アプ アメーバ 性 肝 膜 場 , 肝 韻 , Hydatid Cyst) に よ 
る と 思わ れ た が , 充分 な 検索 は 行なっ て いな い . その 


受診 考 の 既往 歴 で は マラ リア が 最も 多く 36 名 , 消 
化 性 沖 場 6 名 , 肺 結 桜 , 肺炎 , 性 病 が 各々 5 名 で , を 
の 他 の 疾患 は 少数 で あっ た . 受診 者 の 自覚 症状 で は , 
月 潰 雰 , 十二指腸 洪 瘍 , 月 揚 に 特異 的 な $ も の は な か っ 
た が , 各種 の 症状 を 訴え る も の が 多かっ た . し か し 食 
道光 で は か な り 進 行 し た 例 が 多い ケニア で は , 農 下 困 
難 。 胸痛 の 割合 は 当然 高く , 他 の 疾 思 で は ほとん ど み 
られ て いな い . アル ュー ル 摂 取 は 十二指腸 潰瘍 , 食道 
癌 に 多く , タバ ュ を 吸う 人 は 胃 ・ 十 二 指 腸 潰 場 , 食道 
癌 いづ れ で も 多かっ た . な お , 次 痛 を 訴え た 314 名 
中 , 鈍痛 と 答え ん た も の は 23.9 ダ で あっ た . 日 本 で は 
鈍痛 を 訴え る も の が 多い の と 異な っ て いた . また 次 痛 
の 病 悩 期間 は 1 年 以上 が 56 錠 で あっ た . 

受診 者 の 約 半数 は Kikuyu 族 で あっ た . 比較 的 受診 
者 の 多い 部 族 に つい て みて みる と , 育 潰 場 は Luhya 
族 39 名 中 4 名 で あり , Luo 族 (54 名 ), 
(20 名 ), Kamba 族 (18 名 ), 


Kipsigis 族 
イン ド 人 (24 名 ) に 


Table 2. Radiological findings at barium meal examinations 

A 0- 10- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80- Unkown Male Female Total 名 
Normal 2 29 133 107 48 25 10 30 231 153 384 70.2 
Gastric ulcer 5 11 4 5 1 5 22 10 32 5.9 
Gastric cancer 1 3 1 4 2 6 1 .1 
Extrins1C mass 1 3 1 2 5 9 3 12 2.2 
Gastroptosis 4 9 4 6 2 5 12 19 31 97 
Pyloric stenosis, 

cause not determined 1 1 1 4 3 4 7 1.3 
Postoperative stomach 3 1 1 3 2 S 0.9 
Duodenal ulcer 12 21 8 7 ] 5 35 19 54 9.9 
Esophagus cancer 2 3 5 6 4 10 1.8 
Cases of = ーー 5 6 a 

a 8 31 157 152 0 19 61 329 ー 218 547 レレ 4 
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Table 3. Endoscopic findings at fibergastroscope exarminations 
A 0- 10- 20- 30- 40- 50- 60- 70- Unkown Male Female Total 
Normal 1 3 28 24 5 4 1 5 49 22 71 61.7 
Atrophic gastritis り 4 2 7 4 11 9.6 
Superficial gastritis | 8 1 1 1 7 1 8 7.0 
Erosive gastr1ts 6 3 1 1 1 9 3 12 10.4 
Gastric ulcer 3 5 1 3 1 2 10 5 15 13.0 
Gatric cancer 1 1 1 1 8 1.7 
Plypoid lesion 1 1 1 3 0 3 グ 。 ゲ 
Total 1 3 45 40 9 9 3 1 11 86 36 122 ジグ 
Cases of examinations 1 3 43 39 8 8 3 1 81 34 115 x 


は み ら れ て いな い . 十二指腸 潰瘍 は Tugen 族 17 名 中 
4 名 , Luo 族 54 名 中 9 名, イン ド 人 24 名 中 3 名 と 比 
較 的 多く , 食道 癌 は や は り Luo 族 に 多く , 54 名 中 
3 名 に みみ られ た . 


月 内 視 鏡 


胃 内 視 鏡 が 普及 し て いな いた め に 検査 に 対す る 恐怖 
感 が 強い た め と , スワ ヒ リ 語 を 充分 話せ な いた め の 説 
明 不 足 に より , 受診 者 122 名 中 7 名 は , 患者 の 協力 が 
得 ち れず , 挿入 で き な か っ た り , 胃 内 昭 診 が 充分 で き 
な か っ た . 男女 比 は 2.4 : 1 で 20 才 代 が 最も 多く , つ 
いで 30 才 代 で あっ た . 最 年 少 は 9 才 , 最 年 長 は 70 オ 
で , 合併 症 と し て 名 関 節 脱 白 が 1 例 に み ら れ た . 48 年 
の 長崎 大 学 第 2 内 科 で 施行 され た 胃 内 視 鏡 施行 例 115 
例 を 無 作 為 に 抽出 し た も の と , 数 年 前 の 某 病院 で の 317 
例 を 比較 の た め 調 べ て みみ たら, 受診 者 は , 大 学 例 で は 
60 才 代 , 某 院 で は 40 才 代 が 最も 多かっ た . 胃潰瘍 は 
ケニア で 13.0 久 で 30 才 代 に 多く み ら れ , 男女 比 は 2 
: 1 で あり , 15 名 , 16 病 変 に つい て みる と , 胃 角 部 に 
14, 幽門 前 庭 部 1, 骨 体 部 に 1 病変 と 胃 角 部 の 潰瘍 が 
多かっ た . 潰瘍 は 大 学 例 で 63 て ( 虎 渡 も 含む ), 茶 院 
で 20 と , 日 本 で の 頻度 が 高く , 胃 光 は ケニア で 1.7 
で 大 学 例 6.1, 基 院 例 5.0 放 と ヶ ニ = ア で は 少な か 
っ た . 自覚 症状 で は 胃 潰 場 に 特徴 的 な も の は な か っ 
た . ケニア で は 受診 者 の 多く は 各種 の 区 訴 の ある 人 が 
多かっ た . 例え ば , 胸 や け , 悪心 げっ ぷ を 訴え を た 人 
は ケニア で 71, 64, 63 錠 で あり 大 学 例 で は それ ぞ れ 
16, 16, 14 多 に すぎ な か っ た . 比較 的 受診 者 の 多い 部 
族 に つい て 骨 潰 坦 の 発生 の 割合 を みる と Kisii 族 6 
名 中 2 名 Kikuyu 族 53 名 中 11 名 , Kipsigis 族 7 名 
中 上 1 名 で ある の に , Luo 族 (13 名 ), Kamba 族 (11 


名 ) に は 潰瘍 は み ら れ な か っ た . また 潰瘍 吊 考 で は 尋 
灯す る も の が 多かっ た . 

X 線 診断 と 内 視 鏡 診断 を 比較 し て みる . 両 検査 の 問 
隔 が 4 日 以内 で あっ た . 100 例 に つい て 調べ た . 内 視 
鏡 診 断 を 一 応 , 正しい も の と 仮定 する と , 双 線 正 診 率 
は 86 め で あっ た . 


考 案 


ケニア の 医療 体制 は 充分 に 整っ て いな い . 即ち , 医 
療 設 備 も 不 充分 で , 医師 の 数 も 少な く , し か も 現地 人 
医師 の 割合 は わずか で , イン ド 系 医師 が 科 長 クラ ス を 
占め て いる . また 消化 管 透視 の で きる 医師 は 極め て 少 
な く , 公立 病院 の 放射 線 科 医 は , 全国 で 10 名 に も 満た 
な い . 胃 内 視 鏡 の で きる も の も , 日 本 人 医師 を 除く < 
と , 殆 ん ど 皆 無 に 近い . 

さて , 40 名 の 食道 造影 中 19 名 (47.5%), 547 名 の 
胃腸 透視 中 10 名 G.8 多 ), 両方 併 計 る と , 587 名 中 26 
名 (4.9) の 食道 部 が み ら れ た こと は 炊く べき で あ 
ろう . 一 方 , 骨 交 は 胃腸 透視 で 1.1 め , 骨 内 視 鏡 で 1.7 
る に すぎ な か っ た . 食道 部 の 性 比 は 男 25 : 女 4 と 男 に 
多い . 部 族 別 の 発生 顔 度 は 例 数 が 少な いた め 有 断定 は で 
き な い が , Luo 族 60 名 中 8 名 , Luhya 族 44 名 中 4 名 
と 両 部 族 に 高い よう で あっ た . 村上 1972) は 300 例 
の 胃腸 透視 中 3 例 と いう が , これ は 内 科 の 愚者 だ け に 
限ら れ て いた よう だ . 

Whittaker 1966) は 193 名 の 食道 造影 中 94 名 
(48.2), 木村 (1973) は 57 名 の 食道 造影 中 19 名 
(33.3) と や は り 食 道光 が か な り 多 いこ と を 示し て 
いる . アル ュー ル の 摂取 と 関係 し て いる (Kisia et al 
1968) と も いわ れ , 自 験 例 で も , 非 癌 例 に 比 し , アル 
ュー ル を 摂取 する も の が 多かっ た . し か し , アル ュー 


ル の 摂取 と 食道 郊 の 頻度 と は 必ず し も ゃ 相関 し て いな い 
(Burkitt, 1968). アル ュー ル 中 の Nitrosamine 様 
物質 が 関係 し て いる と も いわ れる た め , Colis et al. 
(1971) は ケニア や ウガンダ の アル ュー ル を 調べ 
Nitrosamine で は な か っ た と 述べ , また , この 未 決 
定 物質 (Nitrosamine 様 ) と 食道 韻 の 頻度 と の 間 に は 
関係 が な か っ た と 述べ て いる . 従っ て 食道 韻 の 多い 理 
由 は まだ 未 解 決 で ある よう だ . 
次 に 消化 性 潰瘍 に つい て 検討 し て みる . 自 験 例 で 
は , 朋 満 場 の 頻度 は 胃腸 透視 で 5.9 ダ ダ , 胃 内 視 鏡 で 
13.0 グ で あっ た . 村上 (1972) は 300 例 の 胃腸 透視 中 
5 例 (1.7), Whittaker 〈1966) は 1,319 例 中 33 
(2.5 多 ), 木村 (1973) は 445 例 中 16 例 (3.6 め ) と 
述べ , ナク ペー ル と 石崎 (1970) は 内 視 鏡 施 行 102 例 
中 12 例 (11.8 め ) と 述べ て いる . 即ち , 内 視 鏡 施 行 
例 で 頻度 が 高い こと , 二 重 造 影 が 充分 使わ れ て な いこ 
と な ど を 考慮 する と , 一 般 に た に いわれ て いる ほど に は 軸 
潰 場 も 少な く な いと 思わ れる . 自 験 例 で は , 30 才 代 に 
多く , 男 が 女 よ り 発 生 し や すい よう に みえ る が , 受診 
者 の 割合 を 考え る と 断定 で き な い . ナク パー ル と 石崎 
(1970) の 報告 で は 男女 比 は 1 : 1 で ある が , 受診 者 
の 割合 を 考慮 する と 女性 に 発生 する 率 が 高い . 骨 角 部 
多く み ら れ , 潰瘍 の 大 き さ は 小さ いも の が か 多 か つ 
た だ た. 部 族 に つい て みる と Luo 族 , Kamba 族 , イン 
ド 人 に は 今回 の 検索 で , 胃潰瘍 と 診断 し た も の が な か 
っ だ こと が 目 に つい た . 
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十二指腸 潰瘍 の 頻度 は Whittaker (1966) 29.5 
木村 (1973) 31.5 め , 村上 (1972) は 高 頻度 に み ら れ 
る と いら ちら. その た め , 十二指腸 部 に は , 舌 視 の さい 充 
分 注意 を 払っ た 積 り で ある が , 自 験 例 で は 9.9 災 で あ 
っ だ 。 十二指腸 ラ ァ イ バ ー ス ュー ジ は な か っ た の で , 
X 線 診断 を 内 視 鏡 に て 確認 は で き な か っ た . 30 才 代 に 

十二指腸 潰瘍 は 多く み ら れ , 男女 比 は 1.8 : 1 で 男 に 
多く , 特異 的 な 症状 は な か っ た が , アル ュー ル 摂 取 や 
喫 末 する も の は 多かっ た . 部 族 別 で は Tugen 族 , 
Luo 族 , イン ド 人 に 多く 発生 し て いる よう だ が , 例 数 

も 少な く 有 断定 は で き な い . Luo 族 に は 食道 癌 , 十 二 指 
腸 潰 瘍 は 多い よう で ある の に , 胃潰瘍 が か み ら れ な か っ 
た 事 は 興味 の ある 事 で あっ た . 胃潰瘍 と 十二指腸 潰瘍 
の 比 は 1 :1.7 で 日 本 と 異な り 十二指腸 潰瘍 が 多かっ 
た だ た: 


結 語 


わずか 1 年 間 の ケニア 国 ナ クー ル 病 院 勤務 で , 比較 
的 多く 経験 で きた 食道 光 , 胃潰瘍 , 十二指腸 潰 場 を 中 
心 に 述べ た . 現地 人 の 医師 の 手 で , 充分 な 設備 の も と 
で , 消化 管 ※ 線 検査 , 内 視 鏡 検査 が 行 な な を る よう な 日 
が 早く 来る こと を 記 ん で や まな いし 

(この 論文 の 要旨 は 1974 年 6 月 福岡 に 於 ける 第 23 
回 日 本 消化 如 病 学会 九州 地方 会 で 発表 した.) 
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